
1 時 間 半 もサインをしてくれました。 

マイクを片 手 に壇 上 を動 き回 っての講 演  超 満 員 の会 場  
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中 野 区 立 中 学 校 ＰＴＡ連 合 会 ５０年 の集 い特 別

講 演 会 として去 る 10 月 19 日 （水 ）19：00 より中 野

ゼロ小 ホールにて開 催 されました。平 日 の夜 7 時 か

らという保 護 者 にとってはやや厳 しい設 定 にも関 わ

らず全 １２校 からの保 護 者 、教 育 委 員 会 、教 職 員

の皆 様 、各 関 係 諸 団 体 の皆 様 など 400 名 を超 える

来 場 者 でホールはほぼ満 席 となりました。 

講 師 の兵 藤 ゆき氏 はテレビ・ラジオで活 躍 されて

おり「ゆきねえ」として広 い世 代 に愛 されているタレ

ントさんです。ご主 人 の留 学 に際 し親 子 で過 ごした

ニューヨークでの 11 年 間 を珍 道 中 的 に話 され、あっ

という間 に拝 聴 者 の私 たちの心 を掴 まれました。笑

いにあふれる内 容 でしたが、「子 育 て」の視 点 から

捉 えさせていただくならば本 当 に参 考 になる、プロフ

ェッショナルな切 り口 で多 くの方 が共 感 を受 けたと

思 います。どんな時 でも素 直 で前 向 きに初 めての

育 児 を異 国 で楽 しまれた「ゆきねえ」に大 きな拍 手

の渦 で幕 を下 ろしました。子 育 て真 っ最 中 の方 、

「子 育 て」という言 葉 とはやや離 れがちな中 学 生 の

子 を持 つ私 たちは勿 論 ですが子 育 てが終 わってし

まった方 にも大 変 参 考 になり感 銘 を受 ける講 演 会

でした。 

また講 演 会 後 の著 書

の販 売 にも長 い長 い列

ができましたが兵 藤 氏 は

一 人 一 人 にサインと握

手 をして下 さいました。 

兵 藤 ゆきさん、素 敵 な

お話 をどうもありがとうご

ざいました。この講 演 会

にご来 場 下 さった皆 さま

にこの場 をお借 りしてお

礼 を申 し上 げます。 

兵 藤 ゆきさん・特 別 記 念 講 演  
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「中 Ｐ連 の５０年 をむかえて」   中 野 区 立 中 学 校 ＰＴＡ連 合 会  会 長  増 田  眞 一  

このほど、中 野 区 立 中 学

校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 は 、 そ の 活

動 を本 格 的 に開 始 してから

５０年 という大 きな節 目 を迎

え ま し た 。 こ れ も ひ と え に 、

多 くの諸 先 輩 方 のご尽 力 、

そ し て 学 校 ・ 地 域 ・ 行 政 な

ど関 係 の皆 様 のご理 解 とご協 力 によるものと、心 よ

り感 謝 申 し上 げます。 

当 連 合 会 は、加 盟 する各 単 位 ＰＴＡの意 見 を反

映 しつつ、皆 が心 をひとつにして中 野 区 の教 育 振 興

に寄 与 することを目 標 としております。半 世 紀 に渡 る

活 動 の歴 史 の中 で、より良 い教 育 環 境 の実 現 を目

指 して様 々な取 組 みを行 ってまいりましたが、今 年 度

も、恒 例 となりました学 校 施 設 改 善 要 望 書 に記 載 い

たしました要 望 事 項 のいくつかを限 られた予 算 の中

で実 現 にこぎつけるなど、着 実 な歩 みを進 めておりま

す。 

しかし一 方 で、近 年 では生 徒 数 の減 少 に伴 い学

校 再 編 計 画 に基 づく統 合 も行 われて、長 く続 いた１４

校 体 制 が現 在 では１２校 となり、さらに来 年 度 は１１

校 になるなど、時 代 に合 わせて連 合 会 としての在 り

方 も変 容 を求 められていることもまた事 実 です。 

ただ、ひとつだけ変 わらないのは、学 校 に学 ぶ生

徒 たちの存 在 でしょう。いつの時 代 、誰 にとっても、一

人 ひとりの中 学 校 生 活 は唯 一 無 二 のものであり、そ

して、それをバックアップすることこそが私 たちＰＴＡの

責 務 であると考 えております。 

今 、何 が求 められているのか、何 をすべきなのか

につねに思 いを巡 らせ、地 道 に、また時 には大 胆 に

活 動 を継 続 していきたいと思 っております。 

この５０年 の節 目 を契 機 として、今 一 度 、ＰＴＡある

いは当 連 合 会 の意 義 について見 つめ直 してみていた

だければ幸 いと存 じます。 

 

昭 和 ３６年 、中 野 区 立

北 中 野 中 学 校 が開 校 し、

区 立 中 学 校 は１４校 となり

ました。 

以 来 ５０年 間 の長 きにわ

たり中 P 連 は健 全 な社 会

教 育 団 体 として活 動 を進 め

てきました。その軌 跡 を振 り

返 れば、それぞれの年 代 で様 々な課 題 に取 り組 み、

真 摯 な態 度 で問 題 解 決 に挑 んだ先 輩 諸 氏 の姿 が

想 像 できます。 

学 校 施 設 にかかわる問 題 については、各 校 の問

題 点 を会 長 たちが自 ら把 握 し、お互 いが共 有 し、改

善 の要 望 を行 政 にきめ細 かく伝 えてきました。その

結 果 、各 校 の諸 施 設 が改 善 されてきたことは皆 様 ご

承 知 の通 りです。 

教 育 制 度 の問 題 についても取 り組 みました。国 の

学 習 指 導 要 領 の改 定 のたびに、内 容 の検 討 、教 育

現 場 での実 践 についての検 証 等 々、議 論 は長 い時

間 をかけて行 われました。 

子 どもたちの心 の問 題 についても保 護 者 として実

態 にそくした討 論 が重 ねられました。社 会 構 造 の変

化 とともに、人 間 関 係 が希 薄 になり始 めた時 代 、子

どもたちの心 に微 妙 な変 化 が起 きていることを見 逃

すことなく中 P 連 として各 方 面 にその懸 念 を訴 えまし

た。現 在 では、スクールカウンセラー、心 の教 室 相 談

員 や図 書 館 指 導 員 が各 校 に配 置 され子 どもたちの

心 の問 題 に寄 り添 う体 制 が整 いつつあります。 

学 校 再 編 については正 に喧 々諤 々、厳 しい討 論

を重 ね、行 政 とも激 しいやり取 りが行 われました。 

PTA 会 員 の啓 発 ・啓 蒙 も中 P 連 の重 要 な役 割 で

す。毎 年 、単 P 役 員 に向 けた研 修 や会 員 全 体 を対

象 とした「全 体 研 修 」など、その時 々にマッチした内

容 で行 われてきました。 

今 後 も理 想 の公 教 育 を求 め、中 P 連 の活 動 がよ

り洗 練 され、力 強 さを増 していくことを願 ってやみませ

ん。改 めて PTA 活 動 が子 どもたちの健 全 育 成 に欠 く

べからざるものであることを皆 様 と共 に確 認 したいと

思 います。 

５０年 の集 いを開 催 するに当 たり、これまで中 P 連

に在 籍 された方 々のご努 力 に敬 意 と感 謝 を表 すると

ともに、今 後 とも中 P 連 の活 動 にご理 解 、ご協 力 を

賜 りますようお願 い申 し上 げ、実 行 委 員 長 としての

挨 拶 に替 えさせていただきます。

「中 Ｐ連 の５０年 」        50 年 の集 い実 行 委 員 会  委 員 長  濱 本  敏 典  
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　　　Ａチーム
優　勝 準優勝 優　勝 準優勝 優　勝 準優勝 優　勝 準優勝 優　勝 準優勝

昭和63年 第24回 七　中 八　中 五　中 一　中 第1回 七　中 五　中 七　中 十　中
平成元年 第25回 五　中 北中野中 九　中 二　中 第2回 三　中 十一中 九　中 七　中
平成2年 第26回 七　中 五　中 三　中 中央中 第3回 七　中 中央中 七　中 九　中
平成3年 第27回 三　中 四　中 九　中 五　中 第4回 七　中 二　中 二　中 九　中
平成4年 第28回 三　中 一　中 九　中 七　中 第5回 中央中 六　中 中央中 八　中
平成5年 第29回 中央中 富士見中 三　中 七　中 第6回 中央中 十　中 九　中 三　中
平成6年 第30回 五　中 富士見中 中央中 九　中 第7回 九　中 二　中 十　中 一　中
平成7年 第31回 中央中 九　中 五　中 富士見中 第8回 七　中 中央中 中央中 一　中
平成8年 第32回 九　中 十一中 中央中 一　中 第9回 九　中 五　中 二　中 中央中
平成9年 第33回 一　中 三　中 中央中 五　中 第10回 北中野中 一　中 一　中 七　中
平成10年 第34回 七　中 三　中 中央中 十一中 第11回 富士見中 四　中 八　中 九　中
平成11年 第35回 中央中 三　中 五　中 七　中 第12回 富士見中 二　中 四　中 十　中
平成12年 第36回 中央中 一　中 五　中 十　中 第13回 二　中 十　中 二　中 北中野中
平成13年 第37回 中央中 四　中 十　中 五　中 第14回 二　中 八　中 四　中 三　中
平成14年 第38回 中央中 北中野中 十　中 五　中 第15回 三　中 十　中 四　中 北中野中
平成15年 第39回 十　中 北中野中 中央中 七　中 第16回 三　中 九　中 二　中 北中野中
平成16年 第40回 七　中 一　中 中央中 六　中 第17回 九　中 三　中 九　中 五　中
平成17年 第41回 十　中 七　中 中央中 北中野中 第18回 九　中 五　中 二　中 北中野中
平成18年 第42回 北中野 七　中 中央中 九　中 第19回 中央中 七　中 二　中 中央中
平成19年 第43回 中央中 二　中 北中野中 五　中 第20回 中央中 七　中 三　中 北中野中 八　中 十　中
平成20年 第44回 中央中 七　中 三　中 北中野中 第21回 中央中 七　中 中央中 二　中 北中野中 八　中
平成21年 第45回 七　中 五　中 北中野中 南中野中 第22回 中央中 北中野中 中央中 二　中 八　中 北中野中
平成22年 第46回 中央中 十　中 三　中 二　中 第23回 中央中 緑野中 北中野中 五　中 七中Ａ 北中野中
平成23年 第47回 五　中 七　中 北中野中 二　中 第24回 北中野中 五　中 北中野中 五　中 北中野中 七 中

卓球大会歴代優勝校

回 数
Ｂチーム ひよこチーム

バレーボール大会歴代優勝校

年 度 回 数
Ａコート Ｂコート

ひよこチームは
平成19年より開催
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データでみる中Ｐ連のあゆみと中野区の学校の変化 

S22 一中～八中  開 校  

S25 九中 開 校  

S29 十中 開校 

S35 中央中 開校 

S36 北中野中 開校 

H20 六中と十一中が統合し緑野中を開校

H21 一中と富士見中が統合し南中野中を 開校

H24 九中と中央中が統合し中野中を 開校予定

H14 学校再編特別委員会

H15 中野区から学校再編計画発

H17 学校選択性アンケート実施
S32 十一中 開校 

S35 中野富士見中 開校 

S56～ 学校施設見学会 (区立中学校の施設改善についての要望を行政に訴え続ける) 

S61～ 区長・教育長懇談会 (要望を直接区長・教育長に訴え続ける) 

H1～  区 議 会 各 派 と の 懇 談 会  

S36～  中 P 連 が 区 内 14 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 組 織 と し て 活 動 開 始  

S42～  中 P 連 だ よ り 創 刊 （ 現 在 ま で に ５ ５ 号 を 発 行 ）   

H1～  中 P 連 卓 球 大 会 開 催  

※データは中野区ＨＰおよび東京都教育委員会ＨＰより抽出  

S41～  中 P 連 バ レ ー ボ ー ル 大 会 開 催  
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第一中 第二中 第三中 第四中 第五中 第六中 第七中 第八中 第九中 第十中 第十一中 中央中 中野富士見中 北中野中 緑野中 南中野中

S22 菅原　 英 近藤頴吾 竹屋金太郎 今井威夫 北島初太郎 北条治宗 中川徴次 大沢助次 S22

S23 小谷津勇次 平田慶吉 近藤利三郎 松本一雄 清水一蔵 斉藤省吾 S23

S24 丸山幸一 飯尾忠孝 通山 　定 岩崎迪三 二宮為三 久保田憲光 S24

S25 大田原利吉 市川義明 橘 　弘芳 新保 　栄 大久保与市 S25

S26 吉武 　健 川本達人
田中庄次

田中勝次郎
滝川真司 鎌倉芳太郎 永田次郎 ※谷口采三 S26

S27 喜連信義 市川義明 村上斉一 西方 　潔 松原 　晋 ※田中忠良 S27

S28 鈴木宗太郎 中村三次郎 中田宮夫 一宮保文 伊関庄三郎 森田半兵衛 ※秋山治作 S28

S29 家原小文治 長尾未熊 西方 　潔 中島慶子 竹内常行 (在任期間不明) 溝口秀和 S29

S30 吉武 　健 飯尾忠晃 石橋　 清 伊関庄三郎 福岡徳之助 S30

S31
中田宮夫
中村孝久

村上斉一 高崎 　保 隅崎藤夫 岩切三市 S31

S32 中村孝久　 三輪篤信 矢島鉚蔵 奥野秋太郎 本田義治 S32

S33 小池隆之助 石田一郎 加藤令造 鈴木正秀 矢島 　正 S33

S34 伊関庄三郎 島方利三郎 中林三次郎 祝　 信次 S34

S35 山田定義 呉藤　 恒 久保常清 小川益一 長洲光太郎 横山俊一 蔵原直人 伊藤頴文 石川久男 S35

S36 西浦正輝 武田初吉 伊藤法準 松本幸美 熊谷松作 深澤士郎 S36

S37 辻 　卯蔵 熊谷一雄 上山輝一 西方　 潔 長沼広志 S37

S38 恩田幸市 有田立夫 佐野信一郎 天野哲三 田中友治 小林弥之助 増島久雄 小川長治郎 満石まさ S38

S39 中田宮夫 清藤やす子 隠岐 　朗 二瓶利郎 桜田哲夫 守　 清治郎 米倉義勝 三井猪三郎 加藤丑一 鈴木寿恵 S39

S40 清水吉右衛門 佐竹教隆 中山正次 佐藤やよい 長嶺美芳 岡田武文 染谷一郎 渡辺　 栄 S40

S41 新地専介 平手しづ枝 鈴村よし子 小林広治 横溝芳雄 岡部謙三 秋元一夫 S41

S42 小田為松 藤野隆助 佐竹教隆 西見一郎 美崎みさえ 薬袋 　進 市川信夫 中村貞造 S42

S43 日名子礼子 石橋悠紀男 八巻春雄 高橋秀勝 小川 　超 出井清剛 堀尾節子 松井道子 S43

S44 武 　貞一 関　 藤雄 日野  緑 稲村武子 斉藤政一 矢内　 巌 神永澄子 岡田武文 瀬元美和男 白井吉枝 S44

S45 猪俣正哉 浅見　孝 橋本欣也 佐々木　弘 斎藤　 隆 壇原康雄 菊田能敬 石川友子 S45

S46
伊藤俊次
平野登

安藤幸好 中村浩之 鈴木道子 金野三重雄 中野正行 町田みよ子 市川信夫 橋本享子 酒井君子 S46

S47 内村信三 安藤通久 関　 藤雄 尾花悦雄 水野正行 八巻春雄 芝田義一 戸塚忠夫 米須秀邦 菊田能敬 清水光子 S47

S48 武井佐吉 小野昌子 岸田みや子 辻　 実 雨宮雪江 笠原英子 S48

S49 向山あき 朝賀 　一 伊能政子 高橋澤子 矢崎陳夫 近藤正二 岩田　 満 洲之内康子 S49

S50 海老原ミツ 中田英秀 市原明子 斎藤照子 高橋きよの 若林福蔵 岡野工治 S50

S51 原田京子 轡田 　安 大橋佑好 山崎正巳 飯島叡子 関 　紀美子 市川己代吉 矢藤孝男 荻野　 勉 則竹伸晃 S51

S52 小田為松 峯岸八重子 大方倭子 小柴慶子 内藤政子 伊能康子 米山 　熙 寄川裕良 中野隆行 野部勝海 S52

S53 安納康雄 小林賢一郎 松葉 　久 市川喜一 関口輝子 井上チエ子 伊藤照子 横川文月 輿石耕一郎 榎本悌一 磯野友治 S53

S54 新井常夫 本間敏弘 大西正枝 佐久間 　寛 阿倍愛子 上條敏実 丸山元則 矢野十三雄 S54

S55 金原和子 石橋卓子 岡田和夫 望月靖郎 竹内　 繁 S55

S56 渡辺保彦 矢島暎夫 高橋澤子 斉藤政一 大石直臣 小原喜代三 中島　 一 S56

S57 安納康雄 渡辺保彦 宮山初枝 長田敬子 渡辺幸雄 小野沢徳三 山口弘幸 矢野十三男 加藤清一 S57

S58 福田 　豊 高木宏育 高宮仡雄 松丸勲夫 村本辯一郎 松本哲二 S58

S59 長廣   隆 柳井美子 山口征彦 荒井孝治 萩原征男 経塚慧子 矢口正行 S59

S60 相澤   昭 高橋幸夫 竹原正時 中島友一 遅澤富子 野原士郎 佐藤肇子 S60

S61 菊池正一 久保田 巌 水上英二 柴 進一郎 堀野 　慧 岩切 　誠 梅田泰弘 S61

S62 川井重勇 荒田太一 坂井栄一 山口晶一 倉橋昭子 米谷茂隆 高野允雄 武川元彦 永見光章 S62

S63 鈴木明善 中村 　修 山口征彦 星野 　穣 遠藤欣也 S63

H 1 江口済三郎 笹本陽一 呉 　日煥 杉原敏一 篠 　正義 鈴木輝夫 木村頼之 北原奉昭 筑下爵兆 H 1

H 2 宍戸康夫 高橋秀三 米谷茂隆 山田憲一郎 野田宏子 井口敏夫 梶内美智子 H 2

H 3 坂本光明 坂爪敏夫 関澤 　猛 松原盛一 長谷川民雄 H 3

H 4 中田憲文 原田　 茂 新川和博 高嶋博治 広岡知彦 北村   博 近藤信雄 星野 　穣 渡部金雄 H 4

H 5 小谷野文夫 樋田豊次郎 本多清二 竹田良一 鯉淵宣子 横倉正志 H 5

H 6 西田哲雄 江口済三郎 松本吉司 小西春江 草野榮應 加瀬 　昇 北原奉昭 星川真喜子 H 6

H 7 佐藤道子 越智和臣 高嶋雅子 八子よしゑ 小平一位 佐藤寛子 山崎司平 西野洋一 H 7

H 8 椿   賢治 高橋政夫 更田義彦 飯原俊行 H 8

H 9 高橋千あき 猿田えり子 竹下睿騏 岡部 　徹 鈴木義長 吉村芳明 H 9

H10 根津力三 斎藤   巍 若林成士 櫻河保雄 中島宗夫 荒居麗子 石井恵子 羽深千恵子 本多 　正 宮本泰人 笠原　 敏 本村洋文 樋口和正 H10

H11 高山政和 越智和臣 岡田真知子 吉村芳明 飯原俊行 稲垣隆一 H11

H12 薮下修弘 河合有子 佐藤和男 濱本敏典 H12

H13 帯谷浩二 宮川順子 寺田道代 薬袋恵一子 水流由美子 久保里香 荒井すえみ 向井良作 H13

H14 芥川友慈 鈴木　進 小山サガ 尺長正紀
久保里香

吉田みち子
丘　健樹 井上慶一 亀井利一 秋元宏之 H14

H15 中馬秀行 那須京子 市原恵子 二羽ひろみ 吉田みち子 大津勉 H15

H16 神山健二 細井京央 千成輝美 由衛万智子 小林尚子 加藤寿子 大久保嘉一 H16

H17 高橋ちあき 大澤義美 尾崎久代 石田一美 澤野ゆり 清水ひな子 天津克彦 H17

H18 宮沢久之 早瀬俊江 井口玲子 坂主明広 井上慶一 竹内　実 H18

H19 長田大成 岸　哲也 増田和也 平川久留美 白石忠一 花岡二郎 森田真理 H19

H20 荒川琴美 齋藤　晃 内川和久 田村しのぶ 白戸雄一 長谷川嘉昭 H20

H21 田中　学 佐久間利彦 久保　功 今村富士子 武藤英恵 村山智江 南　直也 吉永眞理子 森田真理 H21

H22 吉田修代 佐々木直巳 友田祐世 増田眞一 廣瀬千史 鈴木浩史 H22

H23 山田隆 保倉由香 大塩裕司 猪田仁美 白石忠一 鈴木由美子 花岡二郎 森田真理 H23

：連合会長
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